
松ケ崎小学校コミュニティ・ニュース  Ｎｏ．３ 

学学校校運運営営協協議議会会  

拡拡大大企企画画推推進進委委員員会会 
                              

６月２６日（日：午後２時３０分～），学校運営協議会拡大企画推進委員会をおこないました。全体会の後，各分

科会に分かれて，今年度の活動について話し合いました。各委員会の話し合いの一部を紹介します。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

   

 

 

  

 

 

・様々な体験を積み重ね，自分の意思をきちんと人に伝えられる子に育ってほしい。 

○総合的な学習の時間について 

・６年間を通して，松ヶ崎地域（山，水等）がどうなっているのかを地域の協力のもと学んでほしい。 

・そのためには，総合的な学習の時間を通して，子ども達にどんなことに気付いてほしいか，何を学んでほ

しいのかを，教職員が真剣に考えていかなければならない。 

・山を取り巻く現状や課題も，ここ数年で少しずつ変化してきている。継続して学んでいくことで，環境の

変化や移り変わりにも気付ける子ども達を育てられるのではないか。 

・総合的な学習の時間については，学校としても計画的に取り組んでいこうと，年間計画を見直している。

低学年は生活科の中で，３年生は「山」，４年生は「水」，５年生は「食」，６年生は「文化」をテーマに取

り組んでいる。 

・学校からのお願いがあれば，地域も応えていく。最近，学校から地域への要請が減ってきている。 

・問題意識をもったり，問題を追究したりする過程で，地域の方々から直接話が聞けることは，子ども達に

とっても衝撃が強い。 

・今後も，地域の方々には，いろいろな場面で協力をお願いしたい。また，そのことを明確に伝えられるよ

うに，教職員自身の問題意識も高めていきたい。 

○美術教室について 

・美術館では，展示作品に近づいたりふれたりすることができないことが多いが，美術教室では，それがで

きる。直接何かに「ふれる」体験ができることは意味が大きい。 

・対象となる子ども達は，毎年かわっていく。今後も続けていただけると大変ありがたい。 

 

 

学び企画推進委員会 子どもの学習に関わる活動（教科学習・総合的な学習の時間・学校行事・小大連携・課外

学習・クラブ活動・部活動・外国語活動・ICT・昔の遊び・園芸活動など）を支援していた

だくコミュニティティーチャー（ゲストティーチャー）の企画について考えていきます。 

平 成 ２ ８ 年 ７ 月 １ 日 

松ケ崎小学校学校運営協議会 

広 報 委 員 会 
 

 

 

 

○見守り活動・・・ 

 ・見守り活動はありがたい。昨年度は，事故・事件もなかった。 

 ・新１年生に対しては，入学式から２週間程度，保護者が迎えに来ていただいている。 

「お帰り当番，お迎え当番」に関して，地域の協力もほしい。 

 ・下校時の見守りもあったほうがよい。できる時にできる範囲で。敬老会の方達にも声かけをしていきたい。 

 ・今年，ジャンパーを２０着程度作る予定。 

 ・「こども１１０番のいえ」の掲示をしていただいている家だけでなく，何かあった時は，どこの家にも逃げ

込むように指導していきたい。 

 ・地域委員の引継ぎは，年度内にしておきたい。 

 ・水曜日の見守り（ＰＴＡ）は，当番の方が無理なら代理の方をお願いしたい。 

○交通安全・・・ 

 ・２０秒信号，１０秒信号等，大人が信号無視をしないようにしていかなければならない。 

 ・ＬＥＤの信号にしてもらうと，１０秒信号は西日等でも見えやすい。 

 ・昨年７月に自転車教室を行った。自転車のルールが変わったこともあり，たくさんの方に 

参加していただいた。 

 ・「自転車だって加害者に」のパンフレットは、自転車教室でも配布してほしい。 

ば 

 

 

子ども安全企画推進委員会 
 

「子どもの安全から地域の安全へ」がキーワードです。「松ケ崎あんしんネットワーク」

を中心として，子どもの安全と安心・安全のまちづくりを考えます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

○昨年度までの活動の様子・・・ 
 学校より 

・メディアセンターとなって２年目。軌道に乗ってきた。 

 ・学校図書館運営支援員（現在：学校司書）が週２回来校。低学年への読み聞かせや学習に必要な本の準備を

している。よい勉強になっている。 

 ・選書会は検討中。教科で使用する図書をまずそろえて，予算が残れば実施する方向。調べ学習の本を充実さ

せたい。 
 推進委員より 
・読み聞かせの会（12回），お勧めの本の紹介，ホームページの更新を行った。 

・図書の整理，修繕，壁面装飾を行った。 

・新規メンバーのプリント配布後，３名来られている。 

・６年生への卒業お祝いブックトークはどうだったのだろう？ 

→終わった後，多くの児童がよく話題にしていた。 

○今年度の活動について・・・ 

ば   ・高学年への本の紹介を増やしたい。→前期末頃にもう１回実施の方向。育成学級６年生への卒業お祝い 

ブックトークも検討中。 

 ・京都の本の棚の充実。京都関連の本をリクエスト中。今後もいろいろな関連本を探していく。 

 ・新規メンバー獲得に向けて 

  読み聞かせ会等のチラシを配布。７月に入ってから，全家庭にお知らせを配布予定。 

 ・「本と子ども・子育てとの関わり」についての講演会が実施できないか。 

→読書企画推進委員会が企画して開催することは可能。参加人数を確保する手立てが必要。 

 

 

読書企画推進委員会 
 

 子どもの読書活動を支援します。「読み聞かせ」や本の紹介，図書室を活用した取組など

読書活動を企画推進していきます。図書室の環境整備も行います。 

 

 

 

・広報に対して望まれていることは何かを明確にしていかなければならない。また，広報先を 

 再確認しておく。 

・ホームページは，定期的に更新することが大切。情報の紙面での配布も必要。 

・コミュニティ・ニュースの回覧は有効。 

・広報委員会の中間報告会ができればよい。 

ば 

 

 

広報企画推進委員会 
 

 「松ケ崎コミュニティ・ニュース」の発行を行います。 

 学校評価についても協力していきます。 

 

 

 

○昨年度～現在の様子 

 ・様々な面で，昨年よりも改善され，スムーズに運営できている。 

   無断欠席の減少 欠席時のルールの遵守等ができている。 

・特に低学年は，落ち着いて学習している。 

 ・用意しているプリントも自主的に取り組んでいる。 

 ・今年度は，百人一首に取り組んでいる。教室の後ろの掲示板にも拡大コピーしたものを掲示。 

 ・昨年度は，１２月にイベントを開催。 

  紙粘土で，おすしとスイーツ作りをした。好評だった。 

○今後の活動について 

 ・今年度のイベントは，冬休み明けに「百人一首大会」を行う予定。 

どのような形で行うかは８月に相談する。 

 ・次年度に向けて，放課後まなびの時間の変更を検討中。 

  

 

ば 

 

 

放課後まなび教室企画推進委員会 
 

 平成２０年後期より発足。自学自習の学びの場として運営しています。

よりよい学びの場を提供できるようにスタッフ一同がんばります。 

 お忙しい中，参加していただきました理事の皆様，委員の皆様ありがとうございました。 

いただいたご意見をもとに取組を進めていきます。 

今年もたくさんのお力添えをいただくこととなりますが，どうぞよろしくお願いいたします。 


